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Abstract 
The importance of air-pollution control has been recognized again in recent years. Seeing that 
Muroran is one of the greatest industrial cities in Japan， this research paper treats of how air in 
the gymnasiums in the City is polluted， what influence air-pollution exerts upon pupils and students 


































大気汚染 788 235 
煤 焼 1，706 402，602 236 
有毒ガス 462 89，610 194 
粉 E星 808 207‘576 257 
騒音振動 8，246 297，109 36 
振 動 6フ617 252，303 38 
騒 コ日古二 1，629 44，806 28 
水質汚濁 1，466 197，888 135 
工場廃水 1，433 148，892 104 
鉱山廃水 33 48，996 1，485 






802は汚染物中気体成分として最も含量が多い， 石炭は 0，8-5%の硫黄を含むが， その
































































図 1は1952年 12月ロンドン市を覆ったスモッグの時のデータである。 大気中の S02濃
度が 0.1p.p.m.をこえることは大気汚染度がひどいことを意味し人体への影響もあると推定
されており， 0.1 p.p.m.を許容量と定めている。
図-1では最高 0.4p.p.m.を示し， 昭和37年 12月，東京のスモッグ中の S02濃度は 0.23
p.p.m.と計測されたことがある。
職場の空気については国によって違うが， 5~1O p.p.m.が許容量とされている。大気汚染



























室蘭市内の体育館における麗挨量とその影響について (第 1報) 1049 
ここで粉塵の性格をとりあげてみると，空気中には徴粒子状のものからガス状のものまで



























































表 2 空中麗挨測定例 (東京都)
場
? l 産竣個数 /e 
7μ1/1- I 
78-1100 I 560-1600 I 90-770xl03 
150-460 I 280-800 x 103 I 
63-700 I 76-910x103 ! 
産挨重量









550-3600 x 10' 
280-4100xl03 






K 202 579 パスケッ l練習'1コ・競技者 30人・観衆 10人
秋
T 206 2640 体操競技会・競技者20-150人・観衆 6000名
(31. 10) 
I 886 1740 アイススケート場・滑走者 600-700人・窓閉鎖
窓開放
R 487 1364 戸ーラスケート場・滑走者 30-80人
1559 10 AM-2.0PM・パスケット大会・観衆 1000名
K 
:z. 1273 3PM-4.18PM・観衆なし・部員のみ 20-30名
(32.3) 




100以下清浄， 200-400中等度， 400怒、限濃度， 400-800高度， 800-危険発援。
(544) 






A 園 開口部の有効面積 m2(室内全開口面積の 1/2)
V: 換気口における直角な風速で









学校建築では生徒 1人当りl.25m3以 ι工場では 1人当り 10m3以上になっている。換
気量も 1時間に室内に取り入れられるべき空気の量は成人で安静時 33m3，労働時 50m乙小児
17 m3，一般家庭では平均 27m3i工必要である。
換気量 Q と換気回数はつぎの公式で計算される。



























測定範囲(イ) O~ 300 p.p.m. 100/sec C型低濃度用(真空法)
(ロ) 0~1000 p.p.m. 
(ハ) 0~7000 p.p.m. 
最低目盛 (イ) 5p.p.m. 
(ロ) 100p.p.m. 
(ハ) 300 p.p.m 





注) 亜硫酸ガスの労働衛生との許容濃度 5p.p.m. 
注) 一酸化炭素の公衆衛生上の許容濃度 100p.p.m. 
注) 炭酸ガスの公衆衛生上の許容濃度 1000 p.p.m. 
(ニ) KYS・PORTABLEAIR SAMPLER (A.C.， D.C兼用)
電源 100V 50~60 ∞ Aι 
12V 3 A D.C. 
流量計 フローレーター直読
流量目盛 3 ß/min~22 s/min 



































(へ) 携帯用電気集塵器 (PortableElectrostatic Precipitater) 
















補正値を求めるために 8本のセルロイド筒を 2.335 
毎日測定し同時に湿度を記録した。




線回帰は 2.5%以下の危険率で有意であった。補正係 表←4 座決量の判定表
数は，この直線の方向係数によって定まる。その価は 塵挨重量 (mgfm3)




IV. 検討の)1慎序 30 
0調査の方法と内容 国立公衆衛生院





























7. 体育館の使用前の塵挨量(地上 1m，中央と隅の 2カ所)
8. 体育館の使用中の塵挨量 (50分間)
9. 体育館の使用後の塵挨量 (5分， 10分)
10. S02' CO， CO2の検定
07，8，9については各校とも 2回ずつデーターをとった。
07， 8 ， 9 については体育館の状態 (1~4) によって影響されるかどうか。
O気象条件と塵挨量の関係について(四季別にどうか)
(548) 














co I換 態 i気温 気 の 状
象
風速 百1 '{L 地 条 件
気
湿度 ?も 建 築 年 月 日 年 月
体育館内の
気温 C。 建 築 様 式 鉄筋・モノレタノレ・木造
湿度 9も 体育館の清掃状態
使用育1)の塞竣量 塵壌の化学成分(分析)
使用中の塵技量 体育館周辺の盛挨の量 | 
使用後の塵挨量 。コ 重!
使用中の運動種目名 育 C02 の E且EL 
イ史 用 人 数 館 CO Uコ 主よ亘塾
体育館の広さ の 量/
1人当りの面積| CO2 の 量
気 CO の 量
V. 現tl定結果と考察
(1) カ、ス及び塵挨量の測定は IIIの調査の方法の項に記述したように 2種類の測定器によっ
て計測した。
ガス濃度の測定は屋内・外とも高さ 1mの所で2回検査 (5分間隔)しその平均値とした。
塵挨量はK.Y.S"PORT ABLE AIR SAMPLERと， PORTABLE ELECTROSTATIC 






の高さ床と 1m体育館壁寄りの中央 10分間の測定で mg/m3の単位で算出した。
X1 集塵前のパイプ管
X2 集塵後のパイプ管
X2-Xl = X3 集塵量(補正値 IIIの(注)による)巧
Yl 1分間の吸引量
t 間時吸
γ2 = YIX t 




















































































































































































































































ゐI2 3 4 5 6(嵐速)m
図-10 運動終了後 10分の風速と
盟主挨減少予:
表 7 運動終了後 10分の風速と
塵挨減少量
学制1]¥減少量|風速 l天候
A I 19 I 3.4 I哨
A I 28 3.0 I 11 
B I 24 I 5.9 I曇









2.9 I 11 



















































































58 I 88 I晴
室蘭市内の体育館における産挨量とその影響について (第 1報) 1059 
ホ) 運動終了後 10分の風速と塵j会減少量































































































































H I 25 
1 I 20 
1 I 27 
K I 48 
K I 61 
L I 58 






































































0.04 A 運動中の CO2の量と気積
???
? ??????B 運動中の CO2の量と気積は表-11と図 13に示されるとおりで





































































COz量 150 160 170 
(m31人当リの容積)
14tl j30 120 
運動中の CO2の量と気積
(554) 
110 10 90 80 
図 13
70 60 50 40 
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